
款 2 項 1 目 8 事業 2

係名

3

15 年度 目標 1 施策 3
計画
事業 1 2

(1)

(2)

(1)

(2)

1 人

2 件

3 件

4 件

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

7,428

0

0

144,823

8,461

1,879

施設維持管理

2,500

実績

18,000

47

76,36476,527

143,664

0.00 0.00

17.0017.00

0 0

17,400

46,750

（内）再任用職員分

再任用職員数

2.00

0

受益者負担比率
（16÷14）

2.632.58

17.0017.00
（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

（内）非常勤職員分

19,669

54,824

0.0

0

00

0 0

0.00

45,163

0.00

2.00

37,044

00 特記事項

0.0

135,377

0

2.00

0.00

43,469

250

25年度予算執行率（%）

25年度

112.5

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

16,000

196

70,857

108.9

103.4

87.366,638

2.21

17.80
18.00

事業費

43,506

72,795

0

33,647

0

常勤職員数

（内）投資的経費等

非常勤職員数

40,836

75,627

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

5,4315,250

45

刑法犯認知件数とは、殺人、強盗など「刑法」
に規定する全ての犯罪認知件数のこと（交通事
故及び特別法犯を除く）

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

事業開始

計画
区分

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区民

5,500
指
標

180

5,000

活動指標（1）

防犯診断実施世帯数

空き巣発生件数

予算事業区分

1585

実績

15,939

刑法犯認知件数

26年度
計画

88.6

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

犯罪発生情報メール登録者数

杉並区地域防犯自主団体活動助成金交付要綱

根拠
法令
等

杉並区生活安全及び環境美化に関する条例

既定事業

141

6,216

活動指標（2）

単位
23年度

20,000

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○区内の犯罪抑止
○防犯意識の普及啓発

成果指標名（1)

201 180

成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

40

実績

2,238

16,186

150

成果指標名（2)

19,829

○杉並区安全パトロール隊及び委託警備業者による区内防
犯パトロールの実施
○防犯自主団体に対する補助金の交付等の活動支援
○安全パトロール隊員による防犯診断の実施
○犯罪発生情報メールの配信及び登録者の拡大
○街角防犯カメラの設置の推進及び防犯協会の防犯カメラ
の補助金交付（維持管理）
○地域全体の防犯意識の高揚をはかるため、防犯啓発イベ
ントの実施及び啓発物品の作成・配布

5,634

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

地域安全担当
昨年度

整理番号

事務事業名

危機管理室危機管理対策課担当部課名

防犯対策の推進 39

40
連絡先

電話番号

0

0

17,260

7,034 7,981

22,446

50,04046,750

0

22,697

47,260

0

5,276

8,570

250

0

136,595

17,260

47,260

147,288

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

250

143,414

1,197

都からの
補助金等

250

250

0

146,091 144,573

0.0

0

0.0

0

135,377

0

5,276

0.0

0

1,197

0

0

140,427

 消費者行政活性化事業につ
いて、当初の予定より５分の１
の規模であったため、予算執
行残となっています。
 活動指標の防犯診断数につ
いては、平成25年度から区民
の申請に基づき、安全パトロー
ル隊が実際、依頼者宅に訪問
し、診断した件数を計上するこ
ととしました。

0

0

131,319

140,677

8,947

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

250

受益者負担分 0

実行計画事業平成 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

　

所

台

所

）

　今後、区民の安全・安心に対する期待や要望は、さらに高まってくると考えられます。防犯対策につ
いては、区としても、今までの取り組みを継続することに加え、振り込め詐欺対策を加速的に推進し、新
たな施策を展開していく必要があります。
　刑法犯認知件数は、警察との連携も強化され、区の安全パトロール隊や防犯自主団体による地道な
パトロール活動、街角防犯カメラの設置及び区民への意識啓発等により、平成25年度は平成14年度
以降最少となる5,431件の被害数に抑えることができ、一定の成果をあげています。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

○振り込め詐欺の被害を防止するため、警察署等の関係団体と連携した撲滅集会の実施、高齢者担当部署と協力し区から
の郵送物への啓発メッセージの印字やチラシの同封など、あらゆる方策を実施していきます。
○区内の防犯自主団体との合同防犯パトロールや区境パトロールを実施するとともに、地域住民の防犯相談に乗り、さらに巡
回安全パトロールステーションの効果的な運用を図ります。
○経年劣化している街角防犯カメラの交換に備えて交換計画を立てるとともに、犯罪抑止効果の高い地域に増設します。
○防犯意識啓発イベントの開催、防犯自主団体への研修会の実施や補助金の交付等による支援の継続、様々な区民との協
働を推進し、まちの防犯力を高めていきます。
○昨年度立ち上げた学生ボランティアの活動の継続・拡充を図ります。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

39整理番号

防犯協会補助

　刑法犯認知件数は、警察署との連携も強化され、区の安全パトロール隊や防犯自主団体による地道
なパトロール活動、街角防犯カメラの設置及び区民への意識啓発等により、平成25年度は平成14年以
降最少となる5,431件の被害数に抑えることができ、一定の成果をあげています。
　まち全体の安全・安心を高めるため、今後は、平成24年度98件から平成25年度126件に増大してい
る振り込め詐欺の被害防止対策に積極的に取り組み、被害件数を減少させます。

　安全パトロールの実施、犯罪発生情報メール配信及び街角防犯カメラの設置は、犯罪を抑止し、ま
ちの安全を図るものとして区民から高く評価されています。
　防犯自主団体への活動助成を継続・拡充してほしいという声が区民から多く聞かれます。
　空き巣は減少していましたが、平成24年度は一時増加し、平成25年度は減少しました。安全パトロー
ル隊、防犯自主団体によるパトロール活動や防犯啓発活動を更に連携を強め、継続していく必要があ
るという区民の声が寄せられています。

規模

3

振り込め詐欺等の啓発チラシの作成　ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

10,783

33

234

地域防犯自主団体活動助成

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

街角防犯カメラの設置 12,747

8,238

　より安全で安心して暮らせるまち杉並を実現するための覚書を区と3警察署の間で締結しました。
　また、地域の防犯力を高めるために、「杉並区と区内高等機関との連携に関する包括協定書」に基づ
き、杉並区学生ボランティアを発足させました。
　他にも、地域住民や警察署とともに中野区・世田谷区と区境合同防犯パトロール（世田谷区について
は雨天のため、合同駅前キャンペーン）を実施しました。
　特に振り込め詐欺対策として、根絶集会を2回実施し、意識の高揚を図りました。

2,750

（1）主な取組

安全パトロール業務委託

評価と課題

32,120

　空き巣：平成18年　1,206件、平成22年　237件、平成23年　141件、平成24年　201件、平成25年
196件。
　防犯自主団体：平成16年　113団体、平成23年　145団体、平成24年　147団体、平成25年　151団
体。

内　　　容

その他（

事業費（千円）

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 3 項 1 目 5 事業 1

係名

3

47 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

1 (2)

(1)

(2)

1 日

2 日

3

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

1.00

0 0

8,700

特記事項

93.6

0.00 0.00 0.00

27,012

21,264

1,680

110,581

既定事業

0.00

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.00

1,762

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

1,762

0

23,684

3,080

4.1

1,748

00

3.5

39,588

0

245

0

施設維持管理

242

活動指標（1）

相談業務受付日数

27,930

1.00

1.00
0.00

事業費

23,611

25,002

0

19,556

0

常勤職員数

25年度予算執行率（%）

25年度

100.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

358

30,958

0.00

358

24,444

0.00

1.00

21,965

0

244

29,824

1.00

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

244

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

3398-3141

実績

358

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

教室等貸出施設の開館日数

杉並区立消費者センター条例

根拠
法令
等

消費者基本法

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区内在住、在勤、在学

活動指標（2）

単位
23年度

358

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○良好な施設の維持管理により、消費者行政の拠点として、
消費生活に係わる相談や活動の場を提供する。
○多くの区民に消費者センターの存在や活動内容の理解を
得ていく。

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

244

実績

242

実績

76

29,724

0

358

成果指標名（1)

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

消費者セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

区民生活部管理課担当部課名

消費者センター運営・維持管理 76

2,750

成果指標名（2)

345

○消費者グループ等の活動及び区民の学習の場として、教
室、グループ活動室、情報資料コーナー等を常時提供す
る。
○来所による消費者相談を受け、助言を行う場を用意する。

0

1.10

8,630

0

0

0

102,123

1.00

0

1,680

8,630（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

36,982

（内）非常勤職員分

0

115,011 107,413

8,700

0

1,680

35,712

0.00

36,560

0.00

8,630

0

0

8,900

38,454

0

0

35,234 33,950

107,194

1,380

4.7

0

5.5

0

38,208

2,013

2,013

4.4

0

0

0

特定財源計
(16+17+18+19)

4.9

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

1,680

36,774

1,748

41,174

99,754

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

受益者負担分

都からの
補助金等

1,380

0

39,494

0

0

34,547

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

施設保守管理委託

76整理番号

施設管理委託

産業振興センターの就労支援部門（就労支援センター）があんさんぶる荻窪内に移転することに伴い、
あんさんぶる荻窪の利用者の形態と利用者数に影響が加わることが予想されます。就労支援センター
の移転先により、消費者センター管理部分が縮小されることとなれば、その中で消費者団体や一般区
民の施設利用の利便性を図っていくことが必要です。

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

1,257

4,165

9,168

貸出施設・情報資料コーナーの管理は、ＮＰＯ団体に委託して実施しています。平成17年度からは情
報資料コーナーの一部を展示スペースとして貸出しを行っています。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

消費者行政関連事務費・維持管理経費

1,266

（1）主な取組

評価と課題

12,074

印刷室及び保育室の管理

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

光熱水費

内　　　容

その他（

事業費（千円）

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 3 項 1 目 5 事業 2

係名

3

47 年度 目標 1 施策 3
計画
事業 4

(1)

(2)

(1)

(2)

1 件

2 回

3 ％

4 人

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

69,504

70

0

69,944

都からの
補助金等

70,014

18,883

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

0

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.1

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

70

66,706

71

受益者負担分 70

0.1

0

0.0

0

67,388

3

3

0.0

10

67,544

0

22,000

71,871 67,453

19,608

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

71,942

（内）非常勤職員分

26,700

18,153

3.00

0

70

9.00

69,507

8.00

25,890

25,020

66,716

15,559 16,679

26,100

22,24022,000

0

29,342

22,240

0

0

成果指標名（2)

3,669

○消費者が商品やサービスを購入又は利用する場合に生
ずる契約などに関する相談を受け、助言やあっ旋を行う。
○外部講師による消費者講座を開催している。また、出前講
座は相談員や消費生活サポーターが地域へ出向き開催す
る。
○啓発用リーフレットの作成や情報資料コーナーでの参考
図書や映像資料の提供、ホームページでの情報発信等、消
費者被害の未然防止措置を行う。

0

0

25,890

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

消費者セン
ター

昨年度
整理番号

事務事業名

区民生活部管理課担当部課名

消費生活相談及び消費者啓発 77

77

10,124

0

3,577

2,800 2,000

100

成果指標名（1)

2,407 2,000

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

50

実績

52

消費者相談：区内在住・在勤・在
学者
講座開催、啓発等：区内在住・
在勤・在学者及び区内の消費生
活団体等

100

1,844

95

活動指標（2）

単位
23年度

4,500

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○相談者の意思が尊重され、被害の救済、損害の回復及び
利益保護が図られること。
○消費者としての意識の向上と正しい知識を習得し、「見極
める能力を備え、自ら選択し対応できる」消費者になること。

事業開始

計画
区分

相談受付件数

杉並区立消費者センター条例

根拠
法令
等

消費者基本法

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

3398-3141

実績

3,829

相談処理率

26年度
計画

95.7

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

98100

41

処理件数÷相談件数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

実績

2.00

4,000

1,878

3.00

3.00

461

0

48

7,006

25年度

82.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

4,000

1,458

8,828

72.9

3.00

11.00
8.00

事業費

2,784

11,362

0

5,318

0

常勤職員数

0

56

0

施設維持管理

60

活動指標（1）

講座開催数

講座参加人数

一般消費者講座＋特別消費者講座＋フォロー
講座＋出前講座

6,152

（内）投資的経費等

非常勤職員数

91

0

622

33,880

0.1

71

7,720

3.00

91

受益者負担比率
（16÷14）

10

16,865

（内）再任用職員分

再任用職員数

11,580

99

67,458

11,773

3.00

3.05

7,654

2,279

3.40

既定事業

特記事項

98.0

87.8

0.1

25年度予算執行率（%）

3.00 3.00

8.008.00

11,790 11,790

26,100

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

部

回

部

）

（1）主な取組

評価と課題

773

昭和43年の「消費者保護基本法」の制定以来、「特定商取引法」等が制定され、平成13年には、「消費
者契約法」が施行されました。その後、消費者と事業者が自由で公正な取引を行うためのルールを整
備し、同時に、悪質な事業者の監視・取締りや消費者被害の救済に関する制度を充実させるという「消
費者の自立の支援」から、平成16年に「消費者保護基本法」は「消費者基本法」となりました。平成20年
には市町村に消費生活相談等の事務の実施を求める「消費者安全法」が施行され、消費生活に関す
る法整備が行われました。また、消費者が安心して安全で豊かな消費生活を営むことができる社会の
実現に向けて消費者庁が設置されました。平成24年には、消費者教育のための総合的・一体的な推
進を目的とした「消費者教育の推進に関する法律」が制定されました。

内　　　容

その他（

事業費（千円）

1,471

66,000

消費生活相談の充実

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

「くらしの窓すぎなみ」印刷 1,260

2,120

消費者の取引や契約上の被害等を未然に防止するため、消費者センターが発行する消費者向け情
報紙やパネル展での周知活動のほか、消費者センターホームページでの情報発信や、講師を招いて
消費者向け講座による情報提供を行いました。また、消費生活サポーターと協働して「ゆうゆう館」など
で「出前講座」も実施しました。消費生活相談員のレベルアップのため、弁護士を招いての事例検討会
や研修を実施し資質向上に努めました。、

528

消費者を取り巻く社会経済情勢の変化の中、新たな類型の商品・サービスが生まれ、多種多様な商
品・サービスが市場に流通しています。今後、一層の高度情報通信社会や国際化、技術の進展などに
ともない、消費者取引が拡大し、利便性が向上する一方で、契約上のトラブルや被害の増加が見込ま
れます。超高齢社会の中、悪徳商法や詐欺などの被害にあう高齢者が増加することも予想されます。
これらに対応できる相談体制の強化を図ることが必要です。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

4,600

規模

29

ホームページ管理委託ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

悪質商法被害防止啓発（出前講座の回数）、その他啓発資材等

消費者相談の内容が、ますます専門・高度化、複雑化しており、相談者や事業者に対する相談員の能
力向上が課題です。超高齢社会の到来により増え続ける高齢者の相談への聞き取り能力の向上や、
事業者との関係では、交渉力等のレベルアップが必要です。消費者センターのホームページでの注
意喚起や啓発紙の発行により、消費者被害の発生や拡大防止に向けた啓発活動の強化も引き続き必
要です。

最新の消費生活情報の提供、消費生活サポーター、消費者団体への支援、相談窓口時間の延長な
どの意見が寄せられています。

消費者教育副読本の作成

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

相談内容が専門・高度化し、複雑になる中、１件当たりの処理時間が長くなる傾向があります。相談への適切な対応のほか、
処理の迅速化や処理時間の平準化なども検討が必要です。これらの課題に取り組むには、相談員の資質の向上が不可欠な
ため、専門研修の開催や参加を通じてレベルアップを図っていくことが必要です。啓発面では、消費者向けの講座実施のほ
か、消費生活サポーターとの出前講座など、区民と協働し実施していきます。さらに、高齢者を狙った消費者被害が増加して
おり、関係部門と連携しながら被害防止に向けた啓発活動の強化が喫緊の課題となっています。

77整理番号

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 4 事業 1

係名

3

35 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 灯

2 件

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

16,574

既定事業

特記事項

100.0

98.9

0.0

100

330,117

0

2.05

0.00

270,468

22,992

0

13,015

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.91

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

24,427

0

0.0

0

00

0

2,277

0

施設維持管理

1,550

活動指標（1）

街路灯修理件数

街路灯修理率

街路灯修理件数÷街路灯管理灯数

283,757

1.70

0.00
0.00

事業費

23,491

203,588

0

23,448

0

常勤職員数

25年度予算執行率（%）

25年度

116.9

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

25,364

7

312,425

117.2

実績

0.00

25,345

26,771

0.00

1.99

22,380

0

1,550

287,024

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

100100

1,812

((街路灯管理灯数×365日)－街路灯修理件
数)÷街路灯管理数×365日

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

4636

実績

25,334

街路灯稼働率

26年度
計画

100.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

街路灯管理数

杉並区街路灯設置基準

根拠
法令
等

地方自治法第281条の2第2項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

すべての区道利用者

100

9

100

活動指標（2）

単位
23年度

25,289

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○街路灯の適正な維持管理を行い、安全性を維持する。

成果指標名（1)

9 6

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

1,550

実績

2,137

272,365

0

25,315

6 6

100

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

街路灯係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部杉並土木事務所担当部課名

街路灯の維持補修 415

411

成果指標名（2)

25,265

○既設街路灯のﾎﾟｰﾙ等塗装・ランプ取替・故障修理・破損
修理及び電気料等の支払を行う。

0

17,174

11,425 12,002

17,661

00

2.19

18,900

0

0

11,947

2.03

0

0.00

302,657

0.00

17,692

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

218,674

（内）非常勤職員分

15,086

304,198

0

0

218,674 288,129

8,655

0

288,129

受益者負担分

0.0 0.0

330,117

0

0.0

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

304,198

0

都からの
補助金等

288,939

11,382

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

0

288,939

0

302,657

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

二酸化炭素の発生抑制や電気料金の削減を図るめ、水銀灯から環境配慮型照明への導入を進めます。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

街路灯維持管理委託

415整理番号

街路灯補修委託

故障修理要望に迅速に対応するため、街路灯台帳システムの充実を図りました。今後は、環境負荷の
軽減や経費削減を図るため、街路灯の新設・改修事業と連携し、環境配慮型の照明の導入を進めて
いきます。

生活道路では、防犯灯としての照明の役割を求める声が寄せられています。

区全域での街路灯の設置状況は、おおむね整備がなされ、急激な増加等の変動はないと予測されま
す。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

0

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

91,375
（1）主な取組

評価と課題

192,382

ランプ交換等の実施回数や、定期的な故障等についての発見率に大きな変化はみられません。
（街路灯管理数値：平成5年度24,159灯、平成25年度年25,334灯）

内　　　容

その他（

事業費（千円）

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 4 事業 2

係名

3

35 年度 目標 1 施策 3
計画
事業 7

(1)

(2)

(1)

(2)

1 灯

2 灯

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

1,400

186,154

今年度区道の街路灯を総点検
する。

0

183,284

都からの
補助金等

186,154

406,906

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

183,993

0

受益者負担分

0.0

1,400

0.0

187,891

0

0.0

15,148

183,993

0

0

216,901 168,740

603,964

0

168,740 183,284

10,183

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

216,901

（内）非常勤職員分

1.32

11,392

0

0

791,371

1.29

0

10,960

666,167 460,900

11,223

00

成果指標名（2)

28

○街路灯を新設する。
○老朽化した街路灯を改修する。

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

街路灯係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部杉並土木事務所担当部課名

街路灯の新設・改修 416

412

174,331

155,586

32

100 100

100

成果指標名（1)

64 100

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

1,000

実績

1,103

すべての区道利用者

100

69

82

活動指標（2）

単位
23年度

24

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○街路灯を新設・改修し、安全性を向上させる。

事業開始

計画
区分

街路灯新設数

杉並区街路灯設置基準

根拠
法令
等

地方自治法第281条の2第2項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

4636

実績

35

街路灯整備率

26年度
計画

116.7

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

117100

1,107

街路灯新設数÷街路灯新設計画数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

実績

30

176,219

0.00

1.27

155,586

176,219

1,000

173,033 25年度予算執行率（%）

25年度

110.7

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

30

111

179,108

110.7

1.70

0.00
0.00

事業費

170,166

201,753

155,719

199,990

170,166

常勤職員数

199,990

920

170,166

施設維持管理

1,444

活動指標（1）

街路灯改修数

街路灯改修率

街路灯改修数÷街路灯改修計画数

171,892

0

0.0

0

00

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

170,166

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.36

0

0.0

133

189,291

0

1.18

157,517

155,719

0

435,733

投資事業

特記事項

116.6

99.3

0.00 0.00

0.000.00

0 0

11,823

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

件

灯

）

内　　　容

その他（

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

163,716

概ね区内全路線に街路灯の設置が完了しましたが、当面は継続的に道路改修等が続くため、一定数
量の新設が必要となります。事業開始当時に比べ、新設よりも改修の比重が大きくなりました。

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

8,176

幅員が狭い区有通路等についても、防犯上の観点から街路灯の設置する必要があるため、現状の計
画数量を維持し、設置していきます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

1,107

規模

35

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

0

街路灯の新設

区内における街路灯の整備は、おおよそ全路線に実施済です。今後は、維持補修事業と連携し、二
酸化炭素の抑制や電気量の削減を図るため、環境配慮型の照明の導入を進めていきます。

安全・安心への意識が高くなり、防犯の面から道路照明の充実を求める声が寄せられています。

街路灯の改修

416整理番号

今後の予測

既設水銀ランプから環境配慮型セラミックメタルハライドランプ等への導入を進めます。また小型水銀灯について環境配慮型
の光源へ更新していきます。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 4 事業 3

係名

3

46 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 件

2 灯

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

4,028

特記事項

146.2

97.8

0.0

25年度予算執行率（%）

0.53

63,599

6,065

0.58

既定事業

126,308

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

84,500

0.46

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

9,527

0

0.0

0

0

0

8,585

0

施設維持管理

8,637

活動指標（1）

電気料助成灯数

電気料助成率

電気料助成灯数÷電気料助成申請灯数

75,081

0.44

0.00
0.00

事業費

8,625

51,785

0

6,931

0

常勤職員数

25年度

99.3

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

669

100

79,926

100.0

実績

669

9,799

0.00

0.48

9,047

0

8,564

76,803

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

118

8,544

私道街路灯修理件数÷私道街路灯管理灯数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

4636

実績

978

私道街路灯修理率

26年度
計画

146.2

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

私道街路灯修理件数

杉並区街路灯設置基準

根拠
法令
等

地方自治法第281条の2第2項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

すべての道路利用者

13

100

6

活動指標（2）

単位
23年度

669

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○私道街路灯の適正な維持管理を行い、安全性を維持す
る。

成果指標名（1)

100 100

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

8,605

実績

8,607

66,162

0

747

100 100

812

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

街路灯係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部杉並土木事務所担当部課名

民有灯の助成（維持補修） 417

413

成果指標名（2)

1,530

○既設私道街路灯のポール塗装・ランプ取替･故障修理・破
損修理および電気料等の支払を行う。

0

4,142

120,994

4,263

00

5,005

0

0

0

81,888

0.49

0

80,086

4,574

0

80,945

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

55,728

（内）非常勤職員分

3,943

0

0

55,728 67,862

36,424

0

0

104,918

67,862

0

0.0

0

80,945

0

受益者負担分

0.0 0.0

84,500

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

70,190

都からの
補助金等

70,190

90,846

財
源

0.0

0

0

80,086

0

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

区民からの故障・修理要望を迅速に対応するため、街路灯管理番号を金属プレートからよりみやすいシールにし、設置してい
きます。また、私道街路灯の適正な維持管理について、町会・自治会にPRを行っていきます。

417整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

民有灯補修

私道街路灯故障修理委託

今後も、現行での助成制度を維持し、私道上の安全な夜間通路のを確保して行きます。維持管理につ
いては、町会・自治会を通して、適正に行うと伴に故障修理等の要望には、迅速に対応しています。

街路灯は、区民生活の安全安心のため、必要不可欠のものであり、故障等には迅速な対応が求めら
れています。

現状通りの推移が見込まれますが、宅地の再開発等で新設の増加が見込まれているため若干の増加
が予測されます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
規模

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

私道街路灯維持補修工事 3,533

5,485

38,495

0

電気料助成

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

27,568

私道街路は、概ね一定数量(約8,400灯）を整備し、灯数の増加による故障等も増えてきました。
■管理数値　（平成5年度8,313灯、平成25年度8,377灯）

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 4 事業 4

係名

3

46 年度 目標 1 施策 3
計画
事業 8

(1)

(2)

(1)

(2)

1 灯

2 灯

3 ％

4 ％

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

36,720

0

37,156

受益者負担分

都からの
補助金等

37,176

0

37,156

195,800

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0 0.0

39,022

0

0.0

0

2,759

37,176

0

0

41,148 36,335

226,313

36,335 36,720

2,071

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

41,148

（内）非常勤職員分

142,154 177,550

2,175

0

0.27

2,330

0

0

240,923

0.25

0

2,158

0

成果指標名（2)

16

○申請に基づき、私道街路灯を新設する。
○老朽化した私道街路灯の改修工事を行う。

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

街路灯係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部杉並土木事務所担当部課名

民有灯の助成（建設補助） 418

414

34,781

33,588

15

100 100

100

成果指標名（1)

66 100

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

500

実績

476

実績

58

すべての道路利用者

100

72

62

活動指標（2）

単位
23年度

26

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○私道街路灯街路灯を新設・改修し、安全性を向上する。

事業開始

計画
区分

私道街路灯新設数

杉並区街路灯設置基準

根拠
法令
等

地方自治法第281条の2第2項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

4636

実績

13

私道街路灯整備率

26年度
計画

65.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

65100

434

私道街路灯新設数÷私道街路灯新設計画数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

20

35,558

0.00

0.25

33,588

35,558

500

35,018

0.24

86.8

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

20

87

36,951

86.8

0.31

0.00
0.00

事業費

33,460

38,389

33,398

37,527

33,460

常勤職員数

37,527

438

33,625

施設維持管理

660

活動指標（1）

私道街路灯器具改修数

私道街路灯器具改修率

私道街路灯器具改修数÷私道街路灯器具改
修計画数

34,390

0

0.0

0

00

0.0

39,022

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

33,625

（内）再任用職員分

再任用職員数

0.27

0

34,160

33,398

0

173,200

投資事業

0.00

25年度予算執行率（%）

25年度

0.00

0 0

2,375

特記事項

65.0

98.2

0.00 0.00

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

灯

灯

）

事業費（千円）内　　　容

その他（

（1）主な取組

評価と課題

3,296

数量は,事業開始時と比べると少なくなってきていますが、民間による開発行為が続いているため、一
定数量の増加が続いています。事業開始時の設置灯数が多かったため、改修を要する街路灯の数は
増加傾向にあります。

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

31,094

新設数については、現在の傾向で推移すると見込まれます。今後は、改修時期を迎える街路灯への
対応が増加すると予測されます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

13

規模

434

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

0

私道街路灯の改修

私道街路灯の新設要望には、迅速に対応し灯具の改修もほぼ計画通り実施しました。今後も現行の
助成制度を維持し、私道街路灯の整備を進めるとともに、灯具改修にあたって、環境配慮型の導入を
調査・研究を行っていきます。

安全・安心への意識が高くなり、道路照明の充実を求める声が寄せられています。

街路灯新設委託     

418整理番号

今後の予測

私道街路との助成事業は、安心・安全のまちづくりの観点から今後とも継続していく必要があります。二酸化炭素の発生抑制
や電気使用量の削減を図るため、新光源の導入に向けた調査・研究を行っていきます。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 5 事業 1

係名

3

40 年度 目標 1 施策 3
計画
事業 5

(1)

(2)

(1)

(2)

1 時間

2 人

3 件

4 件

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

17,400

特記事項

312.5

90.3

0.0

25年度予算執行率（%）

3.00

0.00

18,418

6,783

2.80

既定事業

89,150

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

44,575

2.00

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

7,584

0

0.0

0

0

0

3,131

0

施設維持管理

3,200

活動指標（1）

自転車安全利用講習会参加者（小学生対象）

自転車事故件数の減少件数

前年度事故件数－当年度事故件数

17,552

2.57

0.00
0.00

事業費

7,695

37,649

0

25,942

0

常勤職員数

25年度

99.9

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

500

99

18,685

495.0

実績

0.00

500

6,428

0.00

2.50

6,112

0

3,400

19,431

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

12540

3,097

前年度事故件数－当年度事故件数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

3553

実績

546

交通事故件数の減少件数

26年度
計画

109.2

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

交通安全啓発活動を実施した延時間数

交通安全対策基本法第4条、第18条第1・２・３項

根拠
法令
等

地方自治法第2条第8項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

区民及び道路利用者、各署交
通安全協会、協議会、各地域交
通安全活動推進委員協議会

40

17

75

活動指標（2）

単位
23年度

500

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

区民及び道路利用者の交通安全意識を向上させることによ
り、交通事故発生件数を減少させます。

成果指標名（1)

124 20

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

3,100

実績

2,965

19,750

0

452

20 20

85163

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

交通対策係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部交通対策課担当部課名

交通安全運動の推進 419

415

成果指標名（2)

492

○交通安全協会等への補助金の交付
○交通安全啓発指導の実施及び反射材等交通安全啓発用
品の配布
○区立小学校4年生を対象に、自転車教室を実施し、自転
車安全利用証を交付する。
○中学生を対象としたスタントマンを利用した自転車安全教
室の実施
○高齢者向け交通安全教室の実施

0

0

21,575

82,012

21,837

00

0

24,164

0

0

0

0

76,403

2.51

0

0

0.00

41,716

0.00

25,890

0

41,006

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

60,522

（内）非常勤職員分

22,873

0

0

60,522 40,255

123,012

0

0

74,300

0

40,255

0

0.0

0

41,006

0

受益者負担分 0

0.0

0

0.0

0

44,575

0

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

37,150

都からの
補助金等

37,150

89,060

財
源

0

0.0

0

0

0

41,716

0

0

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

時間

団体

枚

回

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

○出前型の講習会だけでは、参加者が限られるため、子どもや会社員、高齢者など幅広い世代の方が参加できるよう、開催
曜日や時間帯を工夫し、誰もが気軽に参加できる講習会を区内各地で開催します。
○民間事業者等と協働して交通安全教室を実施するなど、交通安全への意識を高める工夫をします。
○交通事故被害者の救済に資するため、自転車利用者に対し、加害者となるリスクの説明と併せて、各種保険の加入を推奨
します。

419整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

交通安全啓発活動

各種団体への支援

自転車には免許制度が無く、交通ルールを体系的に学ぶ機会が多くありません。そのため、誰もが
ルールを学べる機会を増やし、継続的に周知することが課題です。平成25年度には、申込み不要で参
加できる講習会を、平日夜間等に開催し、幅広い世代の方が多く参加され、好評をいただきました。
また、高齢者が横断禁止場所で横断する等、交通違反による事故が後を絶たないため、今後、高齢者
対象の交通安全教室の充実が必要です。

自転車利用のルール・マナーの周知と危険走行に対する取り締まりや罰則の強化を求めたり、自転車
事故発生時に備えた保険に関する情報提供を求める声が多く寄せられています。

自転車事故件数は減少していますが、交通事故発生時に高額の賠償金支払い命令が出されたとの
ニュースが目立つようになり、自転車安全利用への関心は高まっています。平成２５年７月に「東京都自
転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が施行され、社会全体で自転車安全利用が促進さ
れ、死亡・重傷事故の減少が進むことが期待されます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

546

規模

4

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

自転車安全利用証 1,496

5,274

警察署と協力して、年間を通じて様々なキャンペーン活動を行うほか、小中学生を対象とした自転車安
全利用教室や高齢者向けの交通安全講習会を開催しました。
また、会社員などが気軽に自転車のルールを学ぶことができるよう、平日夜間や週末に、申込不要で参
加できる自転車安全利用講習会を実施しました。
さらに、自転車安全利用に関する勉強会を、２６年度に民間事業者と協働で実施できるよう、協議を進
めました。

2,362

0

9

2,573

スタントマンによる自転車安全利用講習会

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

8,420

最近５年間の区内の交通事故発生件数は、平成２２年を除き減少を続けており、平成２４年には１，７３５
件と５年前と比べて約３０％減りました。自転車が関与する事故は約４割を占めるとともに、高齢者が関
与する交通事故の割合が年々増える傾向にあります。

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 5 事業 2

係名

3

36 年度 目標 施策
計画
事業

(1)

(2)

(1)

(2)

1 件

2

3 ％

4

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0

54,633

0

54,912

受益者負担分

都からの
補助金等

55,011

0

54,912

105,736

財
源

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

0

特定財源計
(16+17+18+19)

0.0

国からの
補助金等

0その他の
補助金等

0

0

0.0 0.0

59,167

0

0.0

0

12,015

55,011

0

0

54,157 55,300

97,230

55,300 54,633

12,772

0

0

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

54,157

（内）非常勤職員分

109,824 110,022

12,702

0

1.47

12,686

0

0

115,017

1.46

0

12,082

0

成果指標名（2)

557

○破損した交通安全施設の補修工事及び道路反射鏡・
ガードレール・配電型交差点鋲の清掃を行う。
○配電型交差点鋲の電気料金を支払う。

0

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

交通安全施設係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部杉並土木事務所担当部課名

交通安全施設の維持補修 420

416

42,732

0

523

100

成果指標名（1)

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

実績 実績

100

○区が管理する道路の利用者

100100

活動指標（2）

単位
23年度

500

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○区が管理する道路における交通安全施設の機能を適正
に保持する事により、道路利用者の安全を確保する。

事業開始

計画
区分

交通安全施設の補修件数

道路法第42条

根拠
法令
等

地方自治法第281条の2第2項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

連絡先
電話番号

予算事業区分

4635

実績

475

交通安全施設の相談件数に対する補修率

26年度
計画

95.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

100100

補修件数÷相談件数

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

500

43,907

0.00

1.40

39,304

0

42,929

1.48

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

500

46,395

1.35

0.00
0.00

事業費

39,894

42,142

0

39,769

0

常勤職員数

0 0

施設維持管理

活動指標（1）

41,947

0

0.0

0

00

0.0

59,167

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

40,167

（内）再任用職員分

再任用職員数

1.40

0

42,598

39,784

0

118,334

既定事業

0.00

25年度予算執行率（%）

25年度

0.00

0 0

12,180

特記事項

100.0

97.7

0.00 0.00

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

件

基

基

基

）

事業費（千円）

自発光式交差点鋲ランプ交換

内　　　容

その他（

432

（1）主な取組

評価と課題

38,685

交通安全施設に関する新規設置及び改良・補修等の要望は、依然として増加傾向にあります。
また、施設の経年劣化や車両衝突等の外的要因による損傷の補修も増加してきています。

48

自発光式交差点鋲電気料金

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

612

619

既存交通安全施設の経年劣化による施設の更新や車両衝突等の外的要因による損傷施設の緊急補
修を行いました。
道路案内標識（31基）・警戒標識（1,334基）・地点名標識（281基）について、異常や損傷を早期に発見
するための点検を実施し、早急な補修が必要と判定された警戒標識35基については、平成25年度中
に全て補修を行いました。
学校・ＰＴＡ・教育委員会・各警察署と連携し、区内3小学校について通学路緊急合同点検を実施しま
した。点検の結果、対策が必要な箇所については、白線引き直し等の補修を行いました。

交通安全施設の整備・補修は着実に進められており、今後も交通安全施設整備及び補修件数は増加
していきます。また、区民等の交通安全への意識の高まりから、交通安全確保のための施設整備や補
修件数は増加するとともに、施設の経年劣化に伴う維持管理も増加していきます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          

475

規模

471

原材料費ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

1,599

114

交通安全施設清掃委託（自発光式交差点鋲）

交通安全施設の点検や清掃の実施、及び、経年劣化による施設の更新や車両衝突等による施設の
破損に対する迅速な緊急修理を通じて、道路利用者の安全を確保してきました。今後も引き続き、交
通安全施設の整備事業と併せ、維持管理の効率化や経費の節減と安全性の確保に取り組んでいきま
す。

交通安全への意識の高まりから、道路反射鏡の面向き直しや防護柵等の破損に対する補修の要望が
増えています。また、自転車の運転マナー低下等に伴い、交通安全の確保に対する要望も多くなって
います。

道路反射鏡等補修（道路反射鏡、防護柵、標識の修理等）

420整理番号

今後の予測

道路反射鏡の鏡面については、交換頻度の低減化を図るため、引き続き、ガラス面から耐久性の高いステンレス製鏡面への
交換を進めていきます。
平成25年度に実施した道路標識点検で、経過観察が必要と判定された警戒標識については、随時、補修を行いながら標識
施設の健全化を保持していきます。

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し



款 5 項 3 目 5 事業 3

係名

3

36 年度 目標 1 施策 3
計画
事業 6

(1)

(2)

(1)

(2)

1 基

2 基

3 基

4 基

5 千円

6 千円

7 千円

8 人

9 人

10 人

11 千円

12 千円

13 千円

14 千円

15 円

16 千円

17 千円

18 千円

19 千円

20 千円

21 千円

22 ％

0.00 0.00

0.000.00

0 0

31,320

特記事項

110.0

99.2

0.0

25年度予算執行率（%）

道路標識（道路案内標識・地
点名標識・警戒標識）につい
て、異常又は損傷を早期に発
見するための点検を実施しまし
た。この点検結果に基づき、今
後の維持管理の効率化及び予
算の平準化を図るために「道路
維持白書【道路標識編】」を策
定しました。

3.52

1.00

109,104

105,564

3.78

投資事業

342,380

（内）再任用職員分

再任用職員数

0

144,657

3.60

0

受益者負担比率
（16÷14）

（内）投資的経費等

非常勤職員数

0

0

144,590

0

0.0

0

3,860

115,791

26

148,503

施設維持管理

25

活動指標（1）

自発光式交差点鋲の整備数（決算数値）

自発光式交差点鋲の整備数

147,287

3.88

0.00
0.00

事業費

106,456

115,791

109,104

112,315

110,000

常勤職員数

25年度

148.0

計画（目標値）に
対する25年度の

達成率（%）

100

37

110,419

148.0

実績

1.00

100

106,456

0.00

3.60

143,380

110,419

25

148,503

上位施策No・施策名 安全・安心の地域社会づくり

算定式・指標
の説明等

24年度

内部管理

110100

37

成果指標　　　　　※（代）＝適当な指標がない場合の代替指標

連絡先
電話番号

予算事業区分

4635

実績

110

道路反射鏡の整備数

26年度
計画

110.0

活動指標名（式）

算定式・指標
の説明等

事業開始

計画
区分

道路反射鏡の整備数（決算数値）

道路法第45条、第85条

根拠
法令
等

地方自治法第281条の2第2項

事
務
事
業
の
概
要

事業の目的・目標　（対象をどのような状態にしたいのか）

対象

○区が管理する道路の利用者

100

30

100

活動指標（2）

単位
23年度

100

活動内容　（事務事業の内容、やり方、手順）

○各種交通安全施設を整備・充実させ、交通事故の防止・
減少を図る。

成果指標名（1)

26 25

指
標 成果指標（1）

成果指標（2）

計画
（目標値）

25

実績

30

110,000

147,287

108

25 25

100108

平成26年度　杉並区事務事業評価表（1） 
整理番号

交通安全施設係
昨年度

整理番号

事務事業名

都市整備部杉並土木事務所担当部課名

交通安全施設の整備 421

417

成果指標名（2)

100

○道路反射鏡、自発光式交差点鋲、防護柵等の施設を整
備し、交通安全の充実を図る。
○道路標識については、「道路維持白書【道路標識編】」に
基づき、効率的な施設の改修を図る。

17,050

0

31,068

310,680

32,625

00

32,621

0

0

3,860

331,645

3.75

0

183,768

30,378

0

179,571

（内）常勤職員分

総事業費
（5+11+12+13）

人
件
費

150,323

（内）非常勤職員分

34,532

0

0

150,323 141,729

345,320

0

0

313,200

141,729

17,050

0.0

17,050

162,521

0

受益者負担分

0.0

1,100

0.0

143,557

総
事
業
費
・
コ
ス
ト
把
握

差引：一般財源
（14-20）

（内）委託費

単位あたりコスト
（（14-6）÷1）

職
員
数

00

特定財源計
(16+17+18+19)

国からの
補助金等

その他の
補助金等

141,320

都からの
補助金等

141,320

302,083

財
源

17,050

0.0

0

0

166,718

1,100

実行計画事業昭和 主要事業（経営計画書掲載事業）



単位

基

基

枚

ｍ

）

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

事
業
環
境
の
変
化

引き続き、要望箇所や交通事故が頻発する交差点等においては、効果的な交通安全施設を設置していくとともに、既存施設
の改良も実施していきます。その際は、高機能かつ耐久性の高い施設を設置し、経費の低減を図っていきます。
施設整備後も、交通ルールや交通法規の逸脱により、安全性の確保を妨げている状況も見受けられるため、区内警察署、学
校、ＰＴＡ、地域住民と連携を図りながら、交通ルールや交通法規の遵守を促すソフト面と交通安全施設の整備によるハード
面との相乗効果が得られるよう取り組んでいきます。
平成25年度に策定した「道路維持白書【道路標識編】」に基づき、英語表記化されていない道路標識については、板面の改
修に併せて英語表記化するなど、維持管理の効率化や予算の平準化を図っていきます。

421整理番号

今後の方向性
（見直しの視点）

事業に対する意見
（事業に対する期待・
要望・苦情など)

今後の予測

Ⅰ　事業コストの方向性

Ⅱ　事業の方向性

道路反射鏡新設・改良

自発光式交差点鋲新設・改良

本事業は、区民の方々からハード面の交通安全対策に対する要望を受け付けております。
一部では、設置条件が満たされないため、要望に沿った施設が設置できない場合もありますが、現場
の状況を踏まえ最良の施設設置や改良を進めてきました。
今後も、関係機関と連携を図るとともに、高機能かつ耐久性の高い施設を設置し、効率的な交通安全
施設を整備していきます。
また、道路標識については、平成25年度に策定した「道路維持白書【道路標識編】」に基づき、効率的
な維持管理を行っていきます。

生活道路における通り抜け車両の増加や自動車・自転車の運転マナー低下等に伴い、交通安全の確
保に対する要望が増えています。中でも、見通しの悪い交差点における道路反射鏡の設置要望は多
くなっています。

今後も、交通安全施設の新規設置要望や既存施設の老朽化や破損による改修要望が増えることが予
測されます。道路標識の板面については、板面の改修に併せて英語表記化を図っていきます。

事業開始当初から
現在までの変化

平成26年度　杉並区事務事業評価表(2)          
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規模

37

すべり止め舗装新設・改修ほか

（2）事業実績
（協働、行革の取組
があれば記入）

2
5
年
度
の
事
業
実
施
状
況

視覚障害者誘導標示新設・改良 4,193

5,418

道路案内標識（31基）・警戒標識（1,334基）・地点名標識（281基）について、、異常や損傷を早期に発
見するための点検を実施しました。この点検結果に基づき、今後の維持管理の効率化及び予算の平
準化を図るため「道路維持白書【道路標識編】」を策定しました。
なお、道路標識点検の結果、早急な補修が必要と判定された警戒標識35基については、交通安全施
設の維持管理事業の中で、平成25年度中に全て補修しました。

25,152

87,189

36,078

662

白線新設・改良

事業費（千円）

（1）主な取組

評価と課題

25,335

交通安全施設に関する新規設置及び改良等の要望は、依然として増加傾向にあります。また、道路標
識については、観光立国実現及び標識令改正に伴い、英語表記化されていない板面を英語表記化
する必要があります。
【主な交通安全施設の管理数値（各年4月1日時点）】
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和57年）  　　　　　　 （平成15年） 　　　　　　　 （平成26年）
○防護柵　　　　　　　　　　　 40,489m　　　　　　　　　 36,680m      　　　　　　　 36,606m
○道路反射鏡    　　　    　　 3,386基             　　　　4,790基　　　　　　   　　　4,884基
○道路標識            　　　　　1,632基             　　　　１,467基　　　　　　　　　　 1,646基

内　　　容

その他（

拡　充 現状維持 縮　小 その他

手段・方法の見直し 対象の見直し実施主体の見直し
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